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司奢倉 そmで は 是か ら 觸媒 座談會 を闘 き窪す,

洵に僣越 な郎 ら座長 をさして裁 きます.初 めての

試 みであ ります からど うレ.㌔ひ風に行 きます カ㍉ 座

長が拙い.から巧 く逾行 せぬかと.eひ まナ が,買 は

觸媒に就.きま.して…申ナ まで もな く觸媒 といふの

は化學反能 ρ緯 てが殆 ど皆觸媒 に贋係 を有つて居

りまして觸蝶 に翻係のない ものは殆 ど例外 とナベ

きであ り重す・..從つて化學工業 上に趣め て有懣義

の問題であ りまナ.そ こでH本 物理化學研究含 の

一つの重要 なテーマ と したいといふや うな考 を有

つて居 り撃すか ら して,一 つ皆 さんの方か ら して.

觸媒に就 て色 々お話 を激 りたい。rrk理 溢的な方

面の ことをや つて居つて一 向實際 の仕事 の方 は田

.來ませ蹄け払 ど も田來得れば箕際岡題,二臓係 して

居らオしる方 か.ら色々お話 を承 り,3く欷叢φ色々な

研究,興 の网 に】睡繋瀞保 ち得 らiしたな らば紬 櫞だ.

と思つて居 り.ま.ナ・.實際家は觴媒 を非常 に秘密 に

され て居 るか ら理 論 と素際 とが離画離 桐 こなつて

居る・勿Oi$N.4)iddに 醐係 して居らriる方は色ん

な鬧係上諸が田來 ない といふや うな ことfit13fnfP.

のことであ りま して貸際家 の方か ら秘密 を聞か う

とい㌧ε、や うな さ う云r5亀考1ま毛頭 なV・ので う りまナ

け れ ど.も,先 づ箕際 にrつ て居 ら#cb方 から研究.

を.斯うxふ 風に してやつ た.ら.どうムといふや.うな

サヂ エスチ ヨンで も.興へ.られ たら非常 に轄 樽だと

思び.まナ.み んな觴媒 を一づのテーマに して色ん

な ことを話 したらお互1に利釜す.る.こ.とがφるので

あ リ窪ナ・ さ う云ふ考で斯 う云ふ座談食 を一 つ催

してみ よ うと思つ たのであ り.まナぷg.ど んなに蓮

行 しまナか解 りませぬ・ そ.れで先づ最初少 し觴媒

の理設的 の方の立場 か ら蓮.んで,.そ して應用のsa

を承 り・觸媒の理 腑 と賞際 の爾方声か ≒.話レ合つ

て戴 いた らどうか と思ひまナ,.成 尽.く..指名.を.した

方は遡んでxah下 さ.うや うにお願ひ したい.と思ひ
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ます.

李 料'まつ理険 の方画か:ら御 話 し下 さい・

李 隅媒 は.種.kの橙梅 によ.つで反應 を促進す るので

あ.h醸 す.此 φ種 々隷 多 な.る機梅.を或一一つの立場

よ4分 類Vs合 し,接 醐晦媒 作用の理論に一つの系

雛 與へて昆 ようと秘 堆 て試 みた ことオξ御座い

寧 し.冷・.之に就 ては既に蘇が」鞠理化學.の進歩■に

書 い.た事 も御 座い玄すが,今 晩は極 く簡單 に,.然

碪 の木髄 か嵋 んで話したいのであります・

筋.媒が 如何な る提構:を.以で反應.を健蓮 させ得.る

かs.一 卿 二購 が起 る.ため に1まボテ ンシヤル障

壁 を趨え る亥:あ活性化 エネルギ宀 を必要 とします

其盛で鶻媒の作 用ぱ第一 に此 の活性化 工#nギ ー

を.減少せ しめ る.もので.あ.らう・.第こに.活性化 エ ネ

・レギー 瞬 昂.け るも
.めであ らう・ 第三 に一定 の

L十Mi化工 界ルキー を得.r_.る分子に對.レては某 の反

應 生:成系への轉位確率.を大 にナ る もので あ ら.うと

考へ 演 しるのであ ります,第 二及第三 り問題 に就

ては時 間の都合上省略致 ナこと.Lし,詩 …書.二第 一め

問題 ド就 てA:せ て凝 き塵 糖りであ.Jiす.即

ち觸媒 が如阿な:v.機構に依τ活性化 工.ネルギーを

減少 きせ るかと.云ふ事 であ りま.す・

一r般に或 る物 質 の活性 化工.ネル.ギ.一は其の分 子

f1'FLと繖 な關輝 を有す るのであ りまナ・今try

か ゆ方法で共φ.分子搆造に變 動.を起 し,反 應 し易

い形 に.なレ得.たと#7LIY,活 性化 エネルギーは著

し.ぐ減少す る…事 であ.ら.ラ..と考へるれるので あ りま

ナ,.故に觸媒ば反庶公子の構遉に或禄の變形を起

し,::活性化 ギネ.K.ギ.一:り降下を精果 す.a.も.のと.云

へ るので あ≒リま.ナ・然 らば鰐媒は」如何な る機構で

.郊何 な.る鬱 形.を分子1～引 き鶏 すのであ7'aせ うか

91之 .を.痴媒 とa應 分子間画.ζイ乍ヨ用す るL.プ丿「の.考察

.かh .すれ鵙 麺 二 つの楊合 に大 幺時 れ得 ると思

.ぴま.す㍉.一つ.は鱒媒衾面φ 力場(電 蝪磁場}に 串つ

て 郎 分子 に甥 が起る場舎で あつて,他 は觸媒

原芋.と反塵分子間嚇 殊 の概 作用に よつて冠子

ネ.ピ..シ射 を合威せん どナ る傾 向.を生 じ,從 つて電

孑 禦 め變 形を起ナ場 令で あ りまナ・前煮は更に三

つ ρ場 合に労 け得 ら.れ零す・何aな .aしix觸媒の表

面ば一種の燈場虚場.と.見らるべ.き.もφ.なれば,之.

.馨の.力場 に よつて分子に誘尋 きれ'お變形 に三銅の

鋤 峰 場合 がφ重 と考へ らオしa.⇒・らで あ り.ます・

離 ち誘電分極,誘 磁 分拯及び シ≠ タル ク敷果及 ゼ
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一 ÷ ン敷 果 と も見 ら るべ.き.エ'(.!Lギ ー準 位 不 明 化

.り現鱗 であ辱 ナ・

先 づ誘篭勇極觸媒作 用.に就 て.申し上げます・分

子 巾に認電分極が起 季と47う して活性 化x#)Lギ

ーオテF筆「ドす るのであ.り.ませ うカ㌧ 津 を.詳蓮ナ るこ

.とは餘 り.に理論1こな るので省略 ずることに致.しま

す・節輩 に共 の具象的な所 を卑 し.Lげまナと誘電

分極 に.よづ て原子 核距離が延 びたと考 べて も.よい

か と息ひ まナ・之 を鼠子 力學的 に取扱ふ の1まヨ1磆

に興 味深 きこと・L息ひ ます.私 は鹽酸乏ナ」.モ乱

ア との煤應 に聾す る徴鼠水分 の觸媒作用 を水分.の

鵬 に よる誘電分極作加 と してf,Y子力學的計算.を

行 ひま したオ～ 大彁壹此 の場 合活性化Sネ ルギーは

殆 ど零 カロ リーに近づ く.のを見 ま した.も 少 し詳

しく計算 して發表 しよ うと思 ひまナが此の纏 の計

算 は畭.リな されて居ないや うであ ります,

次に誘瑳 分極 觸媒作用 に就て1【1しま.す・之 に腸

す る反應 は餘 り知=られ て居ません.僅 力・に オ.ルト

水素 とパ ラ水 素閊の蔚移 めみ を擧 げるこ.とが出來

るのzあ ります.從 つて誘磁分搬 觴媒作用 と云ふ

の も私が誘電分捶觸媒作用になぞ らへて勝手に付

け た髴前であ ります.オ.ル ト水素.の轉移1.:於て磁

場 が核 λ ビンの方向を轉換せ しめ るものであ.るこ

とが實驗的に も現誰的に も解って來ま した.例 へ

ば固饐觸媒 による此の轉 位蓮度は其り帶滋寧從 つ

て磁氣能勾窪に比例す るのであ9ま す.

御承知 の慂 り無趣結 合は電子 スピン對 か らHim

て居 るので あ り霍ナ.即 ち屎封 方向の電子 ス.ピン

が2鯛 相寄 リ,.對 を.なナ時に無極結合 を生ず..るの

であn§iナ ・皮乏 同方向の スピンが相寄 つた.時に

は反撥 し分 解 を生ず るの.で.あり重す・科は金屬 問

に瀞解 せ る..Hゴり解誰は悉 らく斯 る磁場 め影轡 に

よるも.りではないか と.考へて屠 り家雰.そ オしは此

の場 合 に もオrvト,パ ラフk素轉位の場合 と向樣 に

;帶磁率:と活難 度 との間 に準行關保 奪認め るか らで

あ ります・迄等 の場合1.;於τ活性化 エネルギー.が

殆 ど零であ る.こ..と.が實驗的 に分 づて來 ま したが,

それぱ其 の笹構 よ リ自萌であ りませ う.

3cr:共 鳴觸媒作用に離 τ串 し上げます ・絢媒表

面の電場取び磁場 によρ.て反應出發 系 と生 戒 系の

エネルギ尸準位 に不明化が起 リ.i選ナyシ ヤル障.

壁以 下の或 る準位が爾者相 一致 したとしまナ尸然

らば此 め爾者間 に共鳴現象が起:り.田發 系はボテY
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シヤル陬穂 を越 える鱗 な しに鰔 系へ槫位:し碍.う.

のであ ります・ 帥ち活性化#.ル ギーは着.しく減

少ナ るのであ り士ナ・斯 る概念 の下 にボル γ,.フ

ランク,及 び ロジンスキー,卩 一ゼ ンケ ウヰ ヅ.チ

及び レー ンジヤー等が虻子 力學 的に反應遖度 を計

算 して居 るが買驗的確澄 は未 だ得て 層ないのであ.

りまナ。3C此 の考へ方 の非轍 に面 白い所は健遒剤

の作刑等 も警 易に之で説明出來 ることであ4#す.

が時間の都 合上省略ナzこ とL衰 します.

扱 て最 初中 しxし た二六 別の後者郎 ち鰐媒 と反

廬分于 との相互作用に よる電 子罍 のfir..よ つ て

鯢媒作用の現 はれ る場合であ り雲す・.此の場合 を

距に二つ1.二分つ ことが出來 ます.一 つは崩媒原子

と反應 分子舸 に完全に電子 ス ビン對 の生 ず 乙場 合

であつて,他 の一つは不完桑 な る電子 ス ピγ對 の

生ず る疉 合で あ リ雲す・韵者 は中間化合鞠が 血ず

.る鵬 合で あつて,後 費は衷面撹 合物等の 生ず.る場

合即,活 性化吸齎り起 る搗 介で あ ります」故 に之

を夫 々18り旧化合牝觸媒作 用及活性化吸着觸媒 作用.

と.命名す 乙群 に致 し玄す・Jl'に蓬移元素或 は其の

化合物 り 隅媒に 於 て 多 く.現はれるのであ り.まし

て,之 には理諭的根據 も多々あるのであ りまナ・

然 らば 如何様 に して中問化合物或は表面複合物等

の生成に.依て反慮 が促遒 さオしるのであ りませ うか

之 に11種 々の既 脛」方法 もあ リ雲せ うが"ロ ジンス

キー,ロ ーゼ ンケウヰ ツチ蜂の量子 力昂的考察 に

よれば,中 間化合初及び吸清複合物等 の卑成 ゆ時

に生ず る反廠熱が活性 化熱 と して和用 され,所 謂

ニ ネル ギー償却 作珊 を起す ものであ る事が解 つた

のであ り家ナ・xに 面胸 き事は此 の考 斎に ょ うと

鰐媒反慮が大概 の構合に於 て陪段反慮 であ5事 も

跪削 され るので あ ります・ 佝ほかLる 象 ネルギ尸

償却作恥が起 るとボテ ンシヤル障壁 の幅が集 く.な

り,從 っ「じトン事ル效巣 を惹 起せ しむ る可能性 も

多 くあ り.aナ・乂活性舩態 の反感生成 系へ め韓位

確串 も大いに樹大 ナ る事で御座いませ う.堵 等 を

理論的に考察 し實驗 に徴す る事は異味深 §事で御

猷ゐまナが,左 楼 な研究にまだないや 与で あ.ウま

ナ.

私は1:;ffiに.於て如 何な.る機構で活性化xル ギ

ー.を降下 せ しめ る.かと云ふ_+{il.ζ就 いて寧上げ た次

第であ.り.窟す・f町ほ觸媒が活性化 工#一ルギー:を得

易.くす葛 事及び活性映態の虫成 系へゐ轉位確率 を

.物 理 化 学 の 進 歩Vol.11nNa.3(1937)
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x.こ.す.る事に.よる触媒 機樽1.二はs及 しながつたり

であ りま ナ..之 は適欝 な機會.に.」鞠珊化學の遒歩1

に帯 く.輦.りで屠 り.雲す・

之等の購媒理論の考Y,fr:於て最 も困難.を感ず る
.のは耒だ金 屬の表面歌 態に颶す

.る現画の發肢 して

居ない こ.と.であ り雲す..故 に今 まで なさ曜し.て居る

承子 力學的計算 等 を見 て も皆金屬内部に於 け る波

動函設 を其 り 燼使つて 計算 して 層 るので あ9$

ナ,そ れで さへ も實驗 と理 論 との比絞は完全 にな

さ:れて居ませ ん・ そiしは規貧ρ不億 によ.るの1よ勿

論セ あ りますが,3く 个迄の簀驗 が餓 りに も大凝的

であ るのに もよ るのであ ります・ 私は近世欟 畢

の竃兒 た る量子 力易が私等の崩媒作 川1に鉗 して も

必ず雫指導原理 を興へて くオしるで あ らうと.信ず る

もめ.であ.りまナ・ そ して其 の揃導 瞭理 の下に幾多

の.小觀的 な箒密實驗 が険鞭 と して行は曜しる凵の一

凵も.早か らん事 をoffL.ものであ ります.御 靜聡 を

感謝致 します.

司會 者 大變難解 なz所.を 解 り.易くohして戴 きま し

Lam{構 で あ りまナ・Aie3fiの 巾のマグネチ ツクブ

イ〒.n.ドの問題,'鳧 は面1'1しq町題 だと患 つて私 も

前か ら考 へて居 つたのでナが1北 川 君,一 つ其の

お話 を……・

.北川 水紊 のパ ラオル.ソ韓移 の觸媒 としま.・して駛素

が有毅:に働 らくので ございますが,之 は酸 素の分

.子の有 ナ る磁氣能准の作wiで あ らうと考 へ られて

ゐ.ます・酸 素の分子ryaには蹴に準行 した電子 ス ピ

ンがあ りますか らそれにpCつ て磁氣能串が現はオし

ひ?で あ ります・ それ故 に一艘 に觴喋作用と確性

との悶 に鱒 かの闘係 がないか と云ふ事 が考へ ら

.れ.るの であ りまナ・

.1欠に金屬觸媒 を考
5て 見まナ に,金 騰緬紬内郎

の.厚子は結 品格子 の一・部 となつてゐ雲ナか ら明か

に單掲 にあ る氣體 原子 の性 質とは異つた瓶憊 をと

つてゐる樣 に思 はれ零す.貴 際脚媒反慮は金腸裘

.画の.所謂活性 中心に於 て行はれ るので ござい47

.か.ら1嵌 面 の原子 に なatt2kと 靴 躍1の一部 と し

.
ての性 質を劇 曝 椡 群子 の性釦 二近づいてゆ くの
.曜ξは.ないが と考 へ られ雲すφ.跏ち稜 とか 角.とか又

fS突 起り頂點 とかにあ る際子 の歌憊は無懺風子 の

:歌聾に.姫i』く,近 似的に單獨雌子 の賞驗価 を朋ひて

:比較:7し得 る..ものと個 兄 し雲ナ・

氣喪 庫子 の殱氣能串は ス.ペク1・ロス コ.ピーの方
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か ら計算 に.よ.つて求めちれ る・原子 にぼ二種 の廻.
.轉能率ボ あつ て

rは 電子.の核め周薗の灸聴 一は.そ

硝頃.身 の購 に依つて犀 砺 ので欝1書 夫 々蔕電

體 ρ遲動 であ ζか らそ.ζに磁氣能率が生ず る,乙

り餓 噸 市瞭 雑 原子 の正緲 態 に麓 て詮隣 し

て見‡:.のでご.ぎいますが,柔.の 結果 をwし 上げま

ナ.と.一一般に磁無 能崋り大.きな乖累は憂 迄經 験上弱.

媒 作用.Z～彊い金麗.として用ゐ.られた も.のであ りま

ナ・一例 碑 げ.君 と稀土癲元素の ガ ドリ=fiム,

病÷.Pビ ウ.も鯨}が罪常 に大 きく.次に ルテ ニ.ウム,

ク ロL .,モ.サブ.デン,鉱 オ'ス..ミウt,コ バル ト,

マンガンP"1ケ ル,白 金等であ りま して是等は

瓦て .正現歌韓に於 て高い 磁寒能 寧 を.有してゐま

す9テ タニ ウム,ヴ アナヂ ウム及び タングステ ン

は温 矇 を高むオLば趣.く少 しのエネルギー 奉與 へ ろ

二事に依ウて磁氣能寧 の高い勵起瓶態 に持ち來す事

が出家 蚤ので あ りまナ・

某 他原子の原子量 イ才 ン化電壓或は格子 轟事ル
.ギ

7等 φ諸性質 よ.9も寧.ろ庫子 の礒氣能率.と艦媒

作 凪と.の問に」=:に護kた 如 く密笹 なる瀏係が含ま

れて居.る樣 に考ト られ・ま.ナので,甚 だ定性 的な考

へであ りま;ナが御參考迄た 申違ぺ 玄しf..

司會者.大 變面自い と思 ひます..今 まで觸媒 といふ

・も.りi‡ア ツ トヲツダiに 使つて鯉 駿上いitい ふ

や ラ.な.ζとは分 つて居.a.が理論的 には覗胼 を}L

て齢 ない 蝶際のが ウンと蓮歩 して理 諭の方

.が興り後 を迢 ぴかけてz,a.ξ い』・や うな現 歌であ

り.ま..した.が今 め話 など洵 に面.1厭1.いぢやないか と思

ひ$'#.

xs松 野 さ.ル・

鱒 ..私瞰.る ば 紳 って來 軸 たが 繝.造 す るこ

と..だけに しtき たい・.

司會 著..畢 室翻保 ゐ人¢か り話 を して居9ま す と.餘

.7.理窟つぼ勢簫ばか..リですがゆ・.・6・・P

an電 子の スピンとヒ、蟹5、艮駐題.F2今雲一て`1ヒ學の方で

.はや.つて居 りま.せぬ・憂 は.どうして ももう少 し化

學φ方.に取入匙 て考へねばな らぬと思ひますが餘

り難 し遏 ぎると息ひ.ます.迚 も金屬表薗の問題で

干 レク トロソφ遇 ピン.をもつて來 るEli愚 か無饐

の爿陛羣鬟で も.まだ幼稚園.を.や.リ.つi.あるのであ りま.

ナn=ら 薗盛の聞題にゆ朞は傘然申上1タら考しぬので

す・ さ.つき も豹話にm:.たや.うな,酸 素り作mn.非

常.に.両白い も.めだ と.思び ます,け れ どもメタ.ル1く
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まで進.めう課 にば行.き.ませぬ.氣 強 ρ問題で酸 素

の問題 なんか非常に面白.いと思つて勉嚴.して居.吟

ま.ナ.

司愈者._$う いふ所か ら段 々やつて行けば.い」で ナ

ね..

霊永 パラ.マグネgズ.ム 動亡どうも.吾々 .解らない所 オ{

多勢や.うに想 ひY#・

司倉者.後 藤君,隅 媒鬢面の硯 究に就 て何 か・・…・.

後藤 北 川君の甫 ミれ た援 に各金屬の元素 としての

特質 ボそ.の觸媒能 に重要 な關係 があ ら うと思はa,.

ますが,.同 じ物 質で あつて:もその表面の欺態 に依

て胯媒能 を 異にす る.と云ふ 事 もあ る樣 で あ り雲

す・

"そ ん.な表面 の性質歌態 を精確 に しら一ミる事は
.賞

驗的に隨分困難 な事で ナが,最 近著 しい發展 を示

て.居る電子光學 的な方法は そ う云つた方面り研究

に相常役 立 ちは しないか と思はdyま す・電子廻折

法 の如 きは紐に用ひ られて居 る處ですが,そ め他

擢子顯 徴鏡法な ども玄だ應用 の路があ るのではな

いか と思はれ 蜜ナ.

觸媒 現象の緯理論的考察 も衣第 に遨 め らiiて居

る様でナ魑 綱か い虚を考へ るのに431驗 的 に も,

も.つと色 々.多方面 ゆ角康かち 覿察す る.事が必要だ

らう.と思は.オし霍.す,

司倉者 末分理 論的 な藷舌に進みま したが,.少 し實際

問題 を.聞か して戴 きたいと思ひますが5.谷 ロ さん

何か ちよつ と商壓 工業で,秘 密 を君つ て く彳しtい

ふ譯 ぢやあ りませぬか.ら,色 々な蜘經驗の結 果何1

か一つお話 をお願 ひ したい と思 ひます・

谷 口 傭 り喋 べ ります と叱iLs.す ので〔笑聲)

司會者 梯 く纔念的 のことで.もい ㌧ですか ら・・一,

谷 口 貧照的方面 と致 しt.して今 觸媒 の生命が閃題

に なつて居 りますb

司倉鬢Yi際nn題 と しては非常 に.Tク チ ーヴな事 よ

リ..もむ しる生命が問題 となるとは,御尤 もでナな,

3ん,一 っ斯.う云ふや う:な輿に話炉逾 んで

居 り.まナので,實 業界か ら見た觸媒 とい.ふや うな

ことに就 て何か御輝 驗 を……・

藤堂 私 も觴蝶 をLAS.仕 事に して居9ま すけれ.ども

是は二十年前で其 め時分 は非常 に新 らしい仕蕩 で

したが.もう今 日で は古 く.な.つて しまつて楕別 どう

と串上 げることばあ.リ霍.せぬが,雲 あ箕際使 ひ雲

ナ場 合に.は鵠媒 といふのぼ どん な場合で もだ.らう
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と思 ひまずポ それはア クチヴイチが眠い といふ こ

と,隼 命が長い といふ こと7も う一 つはltの ア〃

チヴ イ.チは容 易に レカヴ アー出來 るといふ こと.,

此の三っ.の必要峰作炉あ るだ.らうと患ひ ますがゴ

羣あ緒局胥々の立場 か ら見 まナiしば さ う三 つ揃 づ

てa,z.arく つい たんぢゃなんに もな ら.ない・(笑

聲)・玄あW來 た ものが差 異が ないt;ら ば ア クチ ヴ

イテは悪 くて も乂 レカヴアー渉 どんなんで も安け

りやいL(笑 聲)・ 玄φ赫 局は安 く襲最声造れ5と

いふ ことが大事であ ります.そ れには どういふ風

な も.めを使って どうしr行 けば いLか といS.'と

が問題"C^す.髓 分理 論 も進み 養 したが,さ ういふ

ことは ちつ とも知 らない,二 十年 やつて$4ま ナ

けt,.ども一つ も知 らない。早 くか らやつ て居 りま

すが 京だ なん に も解.nま せぬ・

司魯者.非 常に邏 れて屠.るのは,先 竃の指導 よろ し

きを 得.なかつた と いふ.ことに も罪 があ る譯です

・ね。今後は___.

藤堂 安 く隅來 るや うに考へて識 いた ら,一 番結階

で,少 々ア クチヴィチが惡 ζて も轄構で ナよ.(笑

聲)

司會者 高壓なんか是か らや らうといふや うな吾 々

の考 もあ ります しg久 米 さん一つ高壓に就て……

.久米 高壓 化學 は實際問題 に迫 られた圏係か らか繭.

媒.と相俟つて工業的には どん どん蓮 んでゐ るが,

理 識の方 は随分遲オしてゐ ます.

併 し今歡室 には堀場先 生が二十年.も前 に獨乙か

ち御 持 ち飾 りになつた高壓 實驗 の機械があ りまナ

か.ら,二 ちらでは高壓化學 の研 究は飴分早 く.から

計畫.き{Lてゐた樣です.

司會著.ど うも持つて歸 っzや らうと思って居っ て

もそれだけの経費溶 なふった,ま あ是か ら實際家

か ら.笑はれ ζけ#uど も,.幼稚園か ら始 め よ うと.思

ふりですが,ど うぞ賓際 の.緯験 のあ る方 か ら宜 し

く御 指導 を願ひたい と思ふ ので#in,一 つ久 米君

理想で も,.前か ら斯 ういふ ζとを考へて暦った と

いふや.うなことで も・・…・

久米 ど.うも困 ります担,一 年生でナか.ら…・……

化 學艮應 φ結果か ら見考しば壓 力は觸媒 と.似た敷果

があ る樣ですか ら,高 壓化辱」には必ず從來 と蓮つ

た一つの蔚.レい途があ.る.と思 ひます・幸 ζちらの

研究室 には爆發反應 の研 究があ りまナか ら,.そ れ.

等.と.竝行 しマ=新し彫、燃料 合戒等のinn題迄行p+うt
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云 ふ課 で す が… 当 今 ム ら餘.n9:}$oI3止 あ て

置.逢.ます・

.司蹄 航 蟹 り 中.田きん
・.稗 先 立 つ て拝恥 し

.て,.鍛 き ま してrl本 彰)海軍 ξLて 洵 に 心靈 い氣 が

鼓 しま した ・ 一 つ 摯差 支 ない 範 園1こ於 き.a.し'ご.色

々御 發表 願 ひ ます.

中 田 私 は觸 媒 反應 に就 きaし て は.何.も知 りませ ぬ

が ゴ元 來 登 動 機 屋 で ナ か ら皆 .iん に間 題 を提 田 レ

て そ して考 へ て戴 きたい と忌5、 の であ ります が.

司會 者 大 變 結 構 で あ りま ナ・

中 田 發 動 検 は 機械 的 に も.色々 問 題 があ.リ.ます け.竃レ

と.も.ゴシバ ツ シ3ン6方 か ら殆 ど研 究.した こと渉

な.いの で あ い つ を如 何 に して エ ンヂ γに ア ツプ ラ

イす .るか と云 ふ こ と.が閏題 で す。 吾 々の本rnF一 や

つ で 歓 しい こ と は コ ンバ ツ シ ヨ ンを 自由 に コ ン ト

9Pル した い.壓 力 を高 く.してい つ て.もそん な に

早 くな.らな い こ と距 あ る・ さ ういふ場.合 に何 炉適.:

僻 な鯛媒 ポ な い で は な い か,も 一 つ は ガ ソ リシ.で

な..くて デイ ー ゼ ル エ ンヂ ンで す.とお話 .が違 ひ ま し

て デ イ ー ゼ ル 出 ンヂ ンは御 承 知 の や うに空氣 をシ

リンダ ー の 中 へ 入fLて 置 い て コ ソプ レツ ス しT.溢

.度 韋高 く して,.重 汕 を.吹き込 ん で 年 ら:自然燃 儲 を

.起す.蜜で に相 常 騨調.が かLる,そ しi可 成.り京 油

が シ.リンダ.一の,,へ 逧 入 つ て來 て.zy.つ が燃 捷 し

て 一度rこ澤1聖 の熱 量 禪こ.オ縄1る.と 髢、5ごこ.とカ{デイ ー

L/4エ ンヂ ンの缺 點 で す.そ れ に はri,.來.るだけ 吹

き込 んだ 其 の瞬mob.ら 火 が 藩 い て 圓.滑に 燃繞 を起.

す樣 な購 媒 が な いで せ う｢,・

次 に航 空 用 と して デ イ ーぜ ～レ墨 ンヂ ンが使 へ な

い唯 一 め原 因 は エ.ンヂ ンが 慮 い.大 體 今5うガ シ リ

ンで す と 一馬 力fH.し ます0.に エ γヂ シvｻiri:

0.bb3≒ 」v位,そ ㎏.、rうオ{デイ}.ゼ ル.二.シヂ ンで す1ど

隔 煽 ヵあ た りにo .o.キロ著 くY3ユキ 卩.価 大艦 倍 位

で ナ.4う いふ 所 に3ん の興 味 を殉 け.て籏 い て

も う少 し弔 つ て 戴 け ば 結 構 ぢや.な い ム と 思 ひ ま

.す
・

司 鏑 大 變 繍 で す.が,實 ぽ 吾 々なん に も斯 うい

ふ 方 面 は 解 らぬ で す け オしど も爆 發 とい つ たや うな

問題,燃 隻 と覧㍉つ たや うな問 題,そit.は やはn.ナ

.ンチ.ノ.ツhI.聯 鬪 しで物理 化 學 と して十分研 究 ナ

ペ.き問題 だ と思 つ て居.リ ます ・愚 發6?研 究aん が

さ.ういふ 目tr,'e一.っ 初 か らpつ て見度 い・ 催 し賃

際 問逕 に封 して今 知 議 が ない りで ござ い 耄.すか ら
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.どうぞ宜 しく御 指導下 さいま
.して褥 々の方で もそ

れが何か禦 用化 きれ る方 にr,けT行 けば同 じ理 論

をや.る.にしても大舞意味 がある:と.毋ひ雲すか ら ど

.う.か一 つ宜
.し.ぐお願ぴ致.しま:す・爆發りrm題 誤田

玄.したか ら城野 さん.

城 野 私は酸素水素の問遁 だけ しかやつ.て居 りませ

んりで斯 うい商醐題 は・.・・…・.大體永素に して もガ

ソ:り・.ンリ様iなものに して も似 た.竜ρぢや ないか と

云ふや.うな氣がす る,さ うナれば簡單に酸 素水素

の研家で大 饅見需がつ くぢや ないか と.&び ます・

それか:.ら燃料g.ζ とに就 て,實 際固畳燃料 か ら液

競 塒料へ邂んで卒たや うに紡局 ガス體燃料 に行 け

ば.よ.いや うに恩.ひまナ.そ 竃しで電力な ど使つ て水

、素.を輩 り.さういふや ラなもの を.使つてエ ンヂ ンを

動 かすや うな ことを.やつた らど うか と思 ひます,

嗣 ガス 齢 料 の方一 行 へので 塗・唾.と 悪 隙

す・

申 田Til4f'Cナ ξ囃i.し てボンベに"akめねぽ な 舷

せんか.ら重 く.なづて特殊 な場 合ρ他istて も貴用.

にな ら.ん.と思 ひ窪すが」

司盆奢 守谷 さん一一づ・

.守谷 要ナる に氣儂 の爆發は連 鎮分枝 反矇 ですか ら

有縦物の燃 料r:し ま レて もそわヵ{燥燒す る時は恐

ら く蓮籔 嘸 で説明がづ.くといふ .こと.謁～tメJ

フ,.ヒ ンシエル ウツ}騰 どのやつた今玄での賞驗

か5解 う て屠 り.まナ.き ういふ逑 鎮が分枝 しない

樣 にゴ.或 嵩 齢 抜 速 さで1膿 尉中閥 の活性化鞠質

を股活性 すればそ う云ふ ものがネ ガチープの觸媒

と.し.て非常 にいLで はな いか と思ぱオレます・今 ま

で 其の.ネガテ.一ヴm'liを.餘リ.し葺 した鰹 驗が ござ

い ぎせぬ.今 憂か ら暫 た1.こ閏發.をや ら うaい ふ所

で すけ.オしども,.中耶 さんの教 をまあ ど うぞ よろ し
.く鞍願致 します

・

司 倉者 大分話 がネ ガテーヴの方へ行 きま したので

ポ ジチp .ヴの方彗方 向憩換 を.し.まして,吉田 さん・

吉田 隼 々お話 を伺ゲま したが私 には猫 に小剣のや

うて郵 …,耽勇でお話 に.な..つて居a辷 とは皆小tea,～.

お話で あ り.ま.ナ・iY_:ま だ少 し猫 り頭 に 竜解 るや

うな.形に して人 間の髏に關係のあ るや うなご.とか

ら閏題 に..し.τ提供 して戴 きま した らばt.E!U#.し

て,、粘涛一 つ蜘研究あ.らんこ.とを,

司會者 Φ瀬古先生一つr

申瀬 古.私 も全r:く.X15.に小判で ござい ます・今 の世 の
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中 と し で猯 も少 し勉 強 せ ね ば な らぬ と.eつ て拜 聴

さ して戴 い て 居 るめ で あ りま す カ{・

栓 野 科 訴閻 題 を提 供 して皆.iん に解 い て貰 ひ た い

と思 つ て居 るの です オ㍉ そaLi:新 ら しい.燃粍 ど

.うか しrffa天 然 ガ スの研 究所 とい ふ も.のが もつ

と田 來ま しr,メ タンか ら ス ター トしー亡獅 ら しい

燃 料 を拵 へ る,も う一 つ は今 度 は之 を燃 料 と した

場 合 の.ア ンテ ノツ クで き うV・ふ や うな こ と奪一 つ

皆 さん に ・・… ・,

司 盒 者 末 愛 両 白悟 題.を提 田.して戴 き.玄しia.

松 野 そ.わで 工 業 方而 に な りま すaば 此.ρ天然 ガ ス

を利mし て大 い に 事攀 を起 ナ,之 に は まあ 補 助 金

を うん と興 へ て研 究 を獎勵 し大 いに 工 業 を起 さ う

と斯 う云 み 譁 で あ り 雲す・

司書 著 天 然 ガ スめ 問 題 が 出.ま.したが 窪 川 さん,

窪 川 メ タ.ンの利 用怯 は 色 々;『ざ い 言.すが,・pは.り

よい 觸媒 .を發 見 す る事 に よつ て工 業{ヒの 問題 が 解

決 され る と思 ひ ま す.反 應 と し羣 しては メタ ソり

み か ら頃發 す る 場 合 と,他 り 瓦 斯 と 反 應せ しむ

る二 つ の場 合 が考 へ られ ます ・ 前者 で ナ と逡 元 ニ

ツ ケル の女圓き觸 媒 を用 ひ る と カー.ボン と水譯ζとオ【

得 ら}Ly.す ・ 又 高 温 の管 を通 して急 冷 す る と少 最

で ナ が ベ ンゼ ンの如.き液盤 燃 料 が得 らfLす ・ 此

の場 合觸 媒 と して金 屬 を用 ふ る と炭 素 を遊睡 して

了 ひ ま.すか ら他 に適 常 な.もの を考 へ ね ば な りませ

ん ・ 又電 氣 火花 に よつ て ア七 チ レ ンを造 り之 を利

/ni-a.と 云 ふ 蛮 も考 へ らtL.ナ ・ 次 に.他㊧瓦 斯 と

反 慮 させ て利 用 ナ る方 法.も色 々考 へ らi.して相 欝 に

實 塊 さオLて居 る橡i`であ りま.ナ.第 一 に 考 へ ら書レ.る

の は 不完 全 燃 鬘 で あ りま して,米 園 か 挙多量 に輸

入 してゐ る カー ボ ン ブ ラツ クは 此方 法 に ょっ て造

ら.オ・る譯 ⑰ 臆 ナ・{酬 嫐 媒 を用 ふ 祉 舟

ル.マ リ.ンカ{得 らオし羣 す,叉 一 酸イ匕淡 累 と.水素 との

混 合 物 も.得られ ま ナ・ 此 混 合 物 は更 に 觸 媒 を使 用

す る.こ とに よつ て ぞタ!一 ル 合威 の方 面 に も使 用

ξオ嬉 す・…fernへ られ るの は 水i繍 酸 化 で 靭

ま して,Y139一 酸 化 炭素 と水 索 との混 合物 が 得

.らiしま す6觸 媒 は 昌 ツ ケル混 台・鵬媒 が用 ひ ら.れノま

す.そ して メ タ ノLル 或 は ペ ンゼ.ンの合r$rsl用 び

られ る事 は前.trayで あ り・.fす・.次.に考 へ ら巾r.る

釧 堀 禁 との反 慮 で あ り.まレて之 も.適富 な觴 媒 を

用 ひ て反應 を調 郎 し,鹽 化 メチ ルや 四鹽 化 炭 素 が

造 られ'まナ。 最 後 に メタ ンの利 用 法 とし て興 味 の
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あ るりは窒素 との反磨で あ.りま して露國 の窒素研

窒駈 に於 て最近行はオLてゐ るらしく,二 千度 以上

り高温度 に於 て青酸 と.ホ素 と.が出來 る反慮で あ..り

玄ナ・此反應は高温度 の.爲め相雷技繪 に困難 ボあ

るだ らうξ恩はオしますが外國で天然瓦斯 の利 用に

就 て色 々研究 して居 る事 は注 目に價す.ると思 ひ窪

す.

司魯者 ご うして も吾 々の研究 としては分解 の方 よ

りも合伐の方 をや りたいけ.ftども,合 成 の方 はむ

つカbしいので夫 を雫5る:前に彡}解をや ると云講、こと

にな りまナ・ 併 し先程.ち.よつ と久米君が言ひかけ

てやあ たけオLども,ウ ンと高壓 を使つY#y5か ら段

々合威 の方へ進みたい といふ事 を吾 々は考へ て居

るりですけオしども…….却 々箕際問題ρ方は,高

贋の器械f3は うと患ひ ま して も,十 五,六 萵 圓

要.リます・それで 口本物理化學研究會 の方で寄附

を集め,一 つ皆 さん御後復下 さい ま してr合 成の.

方が 出來 る.やうになiしぽ よい と思ひ ます・ア ンモ

昌アに致 しま しても分解 の方13ifiぐ出來 ますけイL

ども合成 の方 が却々出冴ξませぬ.そ こで 先づ分解

といふや うなことになる.ので すが實際は合成.をや

らなければな らね と思U.ま す例液燃 料 に しま し

で も兎に角 うん と.高壓.を加へ て 合成 ナ電.しば 色ん.

な面nい 亀のが山來や しないかg田 來オLばそair:

對す るエ ンヂ ンも考へ て貰 は うか といふ,3う い

ふ方針で蓮みたい と思 つて屠Pま すで すがlp々 …

城蹕斈 今・どの位の高型産がそ貼らオレるの でせ うカL～

笥雹者 フ ランスでは三萬 氣藤,3う いふのが市場

に出で居 りますか ら.やは り日本は邂払 て居 る」 う

ん と高歴 を使ふ と色.々.な面 白い ものが田來 る課.r

すか らとの事 を前か.ら考へ て 居 るので すけれ ど

む:.是 も一つ御援助下iつ て協力 して行 く.やうた

したい と思ひます.

蹊力は小3い とまつい,小 さい もの を使ふ とさ

う.いS.ものはい 」加減 なこtに な りが ちであ §.・

今は高壓 を使ひたい こと.を標撈 して居 るだけ で事

{$3だ そこまで行 かない.俳 しまあ もう十年纏

てば どラ.なるか……6次 に村mさ ん・

村川 私 の方ぱ㌍拘 ばか.り相手ひeすが植物 へ色. な々

藥劑 を刺戟劑 として例へば有機水銀劑等.をかけま

す と植物 め咸 育が非常 に喰遙 され るので ナ・.是は

一つ り觸媒作用でない.か:ζ思つて居 リ..ま.す・ ..
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私 自身やつた ぐナが非常 に違ひまナ な,:色んi=1

藥劑 をオ邑け る,'

司含者 何 虞へ2

村川 葉の上へかけ る・

藤堂 さ.ういふ ことが懴來 ると.1智地で も米が澤lll獲

iしる..

.司會雪 今度 は米が獲れ ナぎ る・

村 川 さ う澤 山獲 柵 や うになる.と工軸 噸 料r:.

な る.

司會者 誰 か一つ光に關係 りあ.る方一・…㌔

田村 私は鰐媒の事 はよ く存 じま.せんが觸媒反應 に.

對す る光り影 響或は.光化學反雁 に封 する觸媒の.作

用 り楠理 化墨的 な研 究は未だ餘 リ行li.わて屠ない

や うで御 座 居ます.觸 媒表面..isでは反應 に要ナ る

活幡化熱は小で あ..りますか ら.同じ光化學反甅.さも

氣相rドに於け るよUも 裏 ネルギーの少い,躑 ち畏

y.波長 の光で脚 得 ると考秘 れ るので掬座瞬

ナ.:GY33C1$驗 的 に も認あ られ てゐ る.ので御座居

ま して例 へぽ沃素 と水素か ら活化水紊 が田來 る反

應 は氣相中では可祀光線【‡勿論葉外で.も二千五zi

オ ン.グス トローム位の.もめセ は起 らず二 千二百 オ

ングス ト尸一ム.位の光でやつ と起 るので御座層ま

rri=テ レニン と云ふ人に よy.ま す と沃化 タ リウム

の表両1=に 於 て匠‡六干五百 オングスr...ローム位の

長 い波長 の光で も此の反應が起 るらしN.のであ り

ま.す.之 はほんの一例で御座居ますがこの よう.な

楊 合は他に も深 山.ある事 と存 じます・只今串上げ.

ま した例 では吸着 きれ た分子 に吸收 された光が反

昭 に興 るので 御座屠ませ うが脚媒が金屬である場

合r.二は觸蝶 自身 に吸牧せ られた光.も光電子 を出す

事 に まつて觸媒反應に何か影礬 を與へ る事ボある

1,:らうと想像 され'.るりで御座 居:ます・之 はyaK;({!

像.で御座居 まナが光 の波長が短い時,特 にX線 の

如 きものの場 合 は相當な影響が ある.のではないか

考 と昏 られ ます.菩 通光化學 で 觸媒.と.云ふ のは

それ 自身でぱ 光 を吸{tず に 発化學瓦廡 を 皿遘=.

或 は抑飼す るもりで御 座皆ますが今 まで比較的 よ

く研 究され て 居ちのは 均 一系の 場合で 御座瞰

す・詳 しい話 を してa,.ては際限が御座 居ませんが

兎1.こ角觴媒反 麒 に於 て光.を同時 「こ{乍用.きせ 番事 は

少 くとも範學術的には赧當粤味 のらる事で御座居

ま して又感用方両に於 て も柑常重憂煙があるか も

しh#.せ ん・初 めに も.申上げ ま したよ.うにこり方
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面の鯱 は軽 脚 徹:aて ゐな い よラで あ 破

して今後 に俟 づ粘 輝甚ぢ多い よ.うに思 は制 るρで

蜘 座膺 ま.す.

司倉者 光 の話が出ためで.ナが,.高 周波め.問題 も大

い1ごそれ た騙係ナ るだ ら.うと思ひまナが,外 山さ

ん・.

外 山{{Yし い審 は.kn9ま せんが,化 學反應 に高周波

ゐ電無 を廳 肛 レや うと云冬試み1ま随分以前 か ら行

43hて ゐます..種 々ρ氣體に無 極雌 を行 つた實

驗等濘山あ り.玄ナ6觸 媒反應 へり應用は.最近 口本.

で柵 窒 尊 で來 醐 …で ナ・踟 ζ近塚や かま しい

液懺燃料 り合成等に も粗常效 果が.ある様 でナ・併

.しど:う.云ふ譁 で反應が艇準.きれ る:かtxふ 事1ま現

在では未だ中 々むつか.しい問題の様 です・勿蜚高

1臓 り作珊 をxffて 瓢 々の イオンカ{田來 た リアる

.でせ.うが
,さ うxa.イ 牙 ソ化だけでは醗 明のつか

.ない現象、も.あるさ うで す・.それか ら3Cあ る特殊 の

溢長.を使はizV}},ば 敷果が な曾・.と云ふ樣 な轌果が

よ.く見受 け らオレま.す.が,.ζオし等 も今緩 更に理盤的

な硫究が必要 なわけでナ・殊 に鯖媒 を使5・時觸媒

その:も..りが どう云ふ作刑 を受 ける..かと云ふ事は中

々裡雌 な.卩蕚窶薔だ らうと思び ます・.

遑水 今高周波のお話がGIた のですが,私 は聞いた

諦で囃 蜥 は脚 ませぬですが滴 周波で飜

を造る..と.云づ話 が あ り.ま.す.モ1罐よ甬岡縣の人で

パテ ン..トを三つ 四.つ坂 つで居 ります・周波數によ

つて酵母オ弉 常 に繁 穣 した り或 は或 .る周雌欺 を隈

度.に全然醤 油.を馬鹿に して しま.ふ・其り人は大塑.

な成功を して居 る.・一年以上 かiる .所.を僅か一 月

足 ら.ずで田來 でそ竈しに醤油には燃 力.ビが田來 な

い尼.でオか ら調 灘 存外瞞 にな らぬ,.琵 は一

う金儲.レようと犀ふ と,.野茱 の方 で も燃料の方で

.も=酵f垂に對 ナ ると同f'.高 周波 φ.波畏 と.h_i.やう

塗晦 醜 相fir.研 家の値打が あ5う と悪ふ

.村川 植物の生畏 といふ ζとには大 變開係が あると

思び 韋.ナ・

吉田 果物 め熟ナ.るtea;果 物は瀚ナ る掌で 置いて

置iく..と.其φ樹木.め濤命オζ早 く縮 ま:る.扇とるrくく若

い,ち につて人平的に熟 さナ,.盗 灣バ ナナなんか

電氣 等を瓲用 し.てやう研 究が威功 した ら・6・….'

司魯審 臺湾で牢で熟 しため を喰べ ると美 昧 しいで

すか.v

捺野..よ い:のは.内地 へ拵 つて來 玄.す.から ど うで ナ
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か…庭r:kdて 行 つで熟 したの を食べ きと.美味 しい・

北川 光 と觸媒 との問題に就 て思ひ.つい.たの ですが

植 物が空氣 中の淡酸 ガスと水みら葉の クロロフイ

ール を覗媒 と.して太 陽の光 り亀ネ.nギ.召を用ひ て

炭水化物 を作.る,あ オLを何.とか簡單な無機觸媒.を

使 つて炭素同化作用の眞似汐行へない,,.・・ヒ・。

司倉者 それ は光化學り栂本 問題でせ う・燃料問題1

石油.とか石炭 とか大 問題 だけ劃 ども將來.きういふ

天然寳源が な くなつ た時に光 を利 用す ることカ.{成

功 す るか成功せぬか.といふと.とに問題 がある.賓

際雛 しい問題ですが,唯:JNふ ものが1{{來乙時

代 オ{來ますでせ う・

速 水 私 も陂化銅光電池 を・Pって居ま したので4Hr",i

大 きな抱負 は持つYゐ る・;併し現在の光電池です

と百ゲ オル トの電源 を得 る爲に阿掴繼いだ らいi

力亀罰'算した事i試あ りますオ㍉.と て も耋睾山要 る,.又

キヤ.パシテ ィーの跳 でまだまだ研究の餘地があ る

と思ひ ま.す.

司魯者 さ ういふ風に して光 をあてL飛 行機が飛べ

るPう になつた らば・・…・.プ卩毛一 ターの話が一

向出て來 ない のであnま ナが,一 つ川北.さん阿か・

川北 健遘作用 と云s-flh題は表 面イヒ學に於 て最 も興

味 ある問題 の一 つで あ りまナ.同u5:に 又工業的方

面に於 て.も.寳際的fii位の上 か ら云つて必要訣 くnr

か らぎ.る.問題で あ らうと思 ひます,.先 陛か ら度 々

觸媒 の.止命の栂 題が閏 ま したが之は促通劑 と重要

な る駟係があ る と考へ られ・.ます・何赦に.促遐…剤 を

觸媒 に入れ ると偲匙作用 を呈す るか.即 ち梶逖作

用 の轡構は如何穣 にな つてゐるか.此 の問題は古

くか ら多 く.の贔 者に よつて研 究.されて居 りますが

全睦 と して未だ剣 然た る定説1‡無 く叉そめ理諭的

研究:も.先程の 堀場 先.生の御 言舌の よ う鏖.二逍重綴な7}ζ

ら誠 に木充分 と云は.なくてはな りま せん.促 遨作

inrは 雕 殉の種 少働 鯤 融 裸 を顳 ナ嶋合 と,

町 じ敷果を顯ナリに.泥進薊 の比較 的多量 を要 ナ る

場 合 とがあ りまナ・例 へば由者1ヒ於てはアムモ昌

ア合成 の繊觴媒の酸化 アル ミ轟ウムの作用の如 き
..もので後者 に於 ては同 じくア

ムモニア合成の際り

餓一 モ リブデ ン觸媒 の如 き.ものであ ります・YI前

者の促逖剤 に就 ては現今の所 母饐厨媒の結晶構造

に1熾 り璽化が無.くて其の作用は觸媒結 贔の生長

.を防 ぐもIPで あると考へ ら
.れまナ..之 に反 して後

者め.方は 化合物生成或は.鯖品構造舞化 の.影響に
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よ.る場合 も多々.ありま.す∴伺 健逸作用.に顛似 した

作用.で擔持作用があ りまナが之 は例へば銅一酸 化.

マグネyウ ム.觸媒に よるデ.カソンの暁水素 の揚 合

X411き もρで添加物質 た..る酸化 マグネ シ ウムは比.

較m多 鼠で その作加機構 は学融抑制作m.と.考べら

れます.

從來 の促遽作 用に關す る研究絃 果は極言すれば

各人各樣 と云 つて も差支へあ りませんが大饐共皿.

的 な所 を一官 に して云ふな らば捉遽劑 の微献.の存

!cは特に翻「晒構造 を塑化せ しめ ることな く禍 媒に

作用.し牛 融 を防止す るのであ り.ます.乂 混合脚媒.

の示ず健逖作用は時に其が化 合物 生威 たよ1るも.の

で あ ります,

シユ.ワブー汲の研 究者 は促邁粥 の作∫1職構に就.

τ半融鋤制及び活性ll.■心の新 らしい鞠 を遣 ると云

ふ二滑 を考へに入れ反應動力Win,に もX線 的に も

之 に對す る謹 明 を異へ て暦 り室す・ .

ロイ ター一汲の研 究者 は鐵 モ リブデ ン觸媒に虱

すa化 アル ミ昌ウムの影響 を研究 し雌のf寧川.は

觸媒 の醂 晶或は表 面積減 少 を防止 し且表面の.活

性 ・1・心が紛加す6こ とによ.るもの と考へて居 賊

す.

ナ タンソン及び コボ シユー等 は酸化繊觸媒に伐

進劑が存在す ると酸化鐵 の水素 による還元 を抑制

すS作 用があ ることを粗 察 し,こ の場合邏元抑 制

度 と.促進作用 とは正比例的矚1系があ る ことを観て

屠 り隶.ナ・即 ち逶元抑制匿が大で あれば,表 面活

性 で促逖作用の署 しい觸媒が得 られ るζとを指摘.

して居 りまナ.之 等 は面白い研究 と思ひ ます.

又 コボシ晶 ウー汲.の研 究者は酸化 アル ミ昌ウム

添 加酸化鐵に よる酸素 の吸清 を測定 して簡單 なJr

算 に よつて一パー 七シ.トの酸化ア ル ミ昌.ウムは約.

ヲヱー←'ぐ一セン トの酸1匕蟻華吉晶 の擘ξ面.を被笹す るこ;

とを認.めて居 ります.

佝研 究方 法 と して面白い ものにプ リ昌一アーの

ア厶毛.ニア觸媒 のアル.カ..リ原子並 にイ.オン.の放出
.
を調査 した ものがあ.nま ナ・ そ して彼 は觸媒 を宇

融せ しめ るとアルカ.リが表面に彌 散 し易 くなるこ

と.を觀 て居 り.ます.Sdut時 酸化 アル ミ.昌ウムは串

融温度.を.高める作用.があ ると考へて居 り霍す..m.

り.長引 きます といサませんか らcenr-e止 めて置き

霊ナが精局將來 は斯 る.問題 を取扱ふ 上に於 ては建.

つた角摩か ら叉新 しN方 法で覆察 す るこ.とにaつ
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て理諭的に も又實嶮的に.も何等季の面 白い問題が.

横 はつてゐ るのでは.ない.か.と考へて居:9ま ナ..

司富著 阿部.3ん 一つ變つた方両か ら…◆'0・

.阿部.fir.に別 にあ り享 せぬけ画 ども墳近工藁方両に

バ ナヂ ユ▽ム觸媒が用ひ ら{LT.ゐ 羣すが10%っ け.

るといふ樣 な ことに意昧があ.るのでせ うか?

.司會考.學 理的 たはど.うか と栂 ひ主すカξ〉・・….

搬 岸 ドク トルに,.ア メ リカの學界に於iナる厩媒の

研究 といふ ことを一 つ.

.帳津.在 米中私は.崩媒灰慝や.觸媒の性質並びに活性

な どに飄する問題 を研究 しま.せんで.したから,ア

メリヵに於 け.るそめ方宙「の現歌に就 て賞 は低.り.お

.話す ることは出來 なyof"Cす.併 しぎつと見渡.し

なだ けで誰て も?ア メ リカで は,一 葡殳ユ:業峅窘所

と大學 り研 究室.との間r⊂口本」.ζ於 け.る.よ.リも邏…コ}・

にar接 な連鍵}.と,協力がある と云ふ ごとを充分察

す るζとがll{末.ませ う・麟が 居 りま しr_加州大學
.で さべ

,そ こでぱ私は專 ら學究的で而.も理論的 な

物瑠化學釣硯究に從事.してゐたのであ 功玄すが,

班究費の大 額は大 工業曾杜,.二 三の例 .を.あげ.ます

とドウ舘 ンと.か,赤 貝,λ タンダー ド石油會証

な どか.ら援 助 を仰ひ κ コ寄 附.を受 けた.り.してゐた

や うです,觸 媒反 應 を塚扱 つてゐ る碑鋼 辷[ま,:i:

と して.賃際方両の研究に力 を.入れてゐ.る一殺工藁

會祉研究部 と,y'7i面 に｣i頭 してゐ る大學研 究

.≡藍の如 き.もの との間に緊箝 な闇係 を持つ こと捨特

`.こ鷲 ま しいこ と:だと思ひ ま.す.實 際吾 々1まどうカ≦

ナ る.と,餘 り'≒學理 に走 り過 ぎた.りP.小肩的r見地

に身.を沒.した りして,全as:と .してりその問題 のx

局的端 を忘れ勝.ちであ ります.恰 度井戸の中φ

蛙 りや うに.・

}kは 岡題v)理 諭的 方面 り必要 をい.くら螻調 し:

て も彊調 し過.ぎろ...t云ふ ことはあ りま.せんが,。ぐ

4し力嗣と云つで そi.レと向哮`;,.大 量 のデー タを蓄べ

ね ばな らぬ と云ふ ことを怠rってはな らないと思ひ

ますし尤 も還子力學は或 る簡單 な觸媒反感や觸媒 .

並 びに助觴嫌 の活性機構 を吻にす るに大 いに裡 立

つ てはゐまナけれ どもそれのみが現下 の岡懸 を解.

決す る 唯一 の.鍵である と思つては.な.らないでせ

う・ 目下欝 前塗準かな發展担 上にある鼠子力X43

常 態或は非常 に鮪單な殃態.r:ある際子或は分子 蓼.

對 象.とナ る場合1こ役立うに過 ぎま.せん し5寧 …ろ:變

憊にfJLや 旅 思は描 麒 の性騨 びに渚伽
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;m秘 を聞 く.とは.4!はれません・乂他方ヂー タ.から.

め推黨φみでは その1旧題 の定量的解萌 を與へ.るこ

とは出來 雲せんが,併 しqua心の注窟 を拂gて 得 た

デー.タか ら推 定すオしば,賞 際 に起つてゐ ることρ:

幽 は大擘彜響嘱り亅ナ るでせ.う.・

近 き將來 に於て垣子 力學 は充分褒 逹 をとげて觸

媒現象 のmを 了解 し易 くして.くiiる二でせ う

が,併. .しその哮期の來 るま.で吾 々は紐 と.蓼〔際の

爾方面か ら彳}研究者一團 となつて閃題 を計 尭 しな

け毒しば なら.ないt.aひ ます,以 上ηや うな乗第で

ナ か ら既 に私が迅ぺま した如 く,一 般研究所 と,

・ 大 學の研究量 との間の賢明 な6協 力 と
.云ふ こ.とボ

大 切で あ.り戴ま しきことであ ると考へ るので あq

ます.

遼水 私 も一つお願 ひ して研究 して戴 きたいこ とが

あ.ofす.私 は今 フ呂 ノール レジンをやつで居 り

雲ナが,.酸 を觴媒 と した3yy(;とアル カ リを觸媒.と

した場 合.とで出來 た製品の剰…質め{非常 に違 っ.「亡來

る・其 の理ll`は郷な ど解 ら.なY`'で㌧ナ.が,本 需 に研

究.した.ら面 白い と.思ひ ま.す。一つ皆.さんに御 研究

を順つ ていL智 懇 を輿へ 亡貰ひた.い.と思ひます.

司魯者 松 山RS,.ど うです」

栓 山 瀞確 辛の鵤媒反慮 で最.ら古 くか ら,そ して廣

く研多とさオLてゐ る.d,hl3矢 張酸 と.ラPルカ リに よる

觸 蝶反摩で あ ります・ しか し反麒物質訴主tし て

複難 な有 機化合物であ る鋤 に飛論的取抜かが非営

に困難 で,從 つて一般的 厭 曦槲 髄 決定 ナ る事

は容 易で ないのであ りまツ㌦.で現在の馘及びアル

ヵ り.を鯢媒 とナ る化學ヱ粲は.多く纏験 を基磯 とし

成.り立 ち未 だ我 々り研究 によつてその動向 を定 め

る迄には到 つてゐ ないのでanx.す.然 し従來 の

虞汎 な研 究に よつて蔑分 この方面 も鮮男になつて

來 た と思 はri:ナ ・1司じ酸,ア ル カ リ觸媒に よる

反慮で もζれ笛 の酸やアルカ リ.訴薄い場 合 と濃 い

掛 合が あつて夫 々その胴 媒作 厨.を異 に しますが」

税 在特 に研寵の遨んでゐるのは揃微量の鵤媒渾反.

曜 を促洫ナ ると.衰つた様 な場合で,ζ の際理論的

に非常 に興 味の参る礁 は酸及び凱 墓¢「鯰 が少 し

く犂つて來 た事で あ りまナ.皀卩ち酸.とi3フ.卩トン,

冒ひ換 え ます と.水紊イ才シを田す物質で あ リ,鹽

魁1ま プ.・トン.綬 坂袖 質であ・Lと.寧ゆ でφ

93す,.從 つて水索 イkン や 雌 基 イ才.ン.に腺 ら

ず不解離 の酸や臟淵謁已猷 の陰 イ.オ.ン,弱鹽基 り陽.

物 理 化 学 の 進 歩Vol.11nNa.3(1937)

錬 Vol.XI

イ ナンレ 嗣 レに水ρ.如きも.のもこの織 壽に入つて

乗 うのであ‡す・叉挺奈強い酸ぞ覓基が最良の觸

媒であ.蚤.と考rN.らtLて ゐた4軋 理論的 に醗EYItl{來

=る.橡に なつて來 ま した・ こ う貫5譎聴合の燭媒反慮

購 は.簡單 に申 しまナ と酸 の掲合な らば先づ戯 の

プ 廿 ト.髦が相手 の物質 に くつついてそれが瞬同的

に分解 して行(,餌 ち之 によつて活性化 噐争ルギ

ー瑛澱 少ナう と言ふ棣 に考へ られて居 塑窪ナ.こ

の外に新 ら しく解つて來 た事は中惟鹽の胴媒作鵬

で,酸 やアル カリの 存在ナ ると否 とに拘 らヂ,反

塵系に,貴 際反塵 には無昭保 な電解質 を加へまナ

と可域 反慮 が促題 ミ起 るのであ り雲す・その他寅

際 とは非常 に醐係が深 いで あらうと.恩はオし.る様 な

觸媒反嘩 も.φ.るでせ うが,何 と宜ひま して も潟液

反磨り研究 は現 在やつ.とそり緒に付い たと1雪つた

歌壟で,今 直接 に皆 さん にお役に立つ襟 な那 を一

般的に申 し上 げ る事 は遺憾 なが らtlt來ない と.巴ひ

ま.ナ1

司愈者.ど う.かまあ深1.11の材SI酬IIし てい た ヒき慶

い.研 究.の方 は是 だけ砦い方が屠 リますか ら…….

ZF林 オち 超督 波り話 を どうか・……

卒林 超晋渡 と觸蜘 二就 いて突然の御rCflfJなりで何
.を串上げた ら良

いのか一寸迷ひますが……,超 晋

波にも色 々.な作用で あつて,例 へばテイ クソトロ

ピツクグル をゾルに轉移せ しめた り1乳 化作用 を

示 した り,又 化學反慮 の促蓮,特 に廣義 の酸化作

用.を促逶 きせ るので まあこオしらが觸媒作朋 と見れ,

ば ξヂ テイプ カタライザー と.見られない こともな

いでせ うオζ`一軸㍉ とに角どの1望度まで脚廁裳と礪 係

があ るか,あ 雲 リ丈獻 にも見ませんので,こ の邊

で・四・9㌔

司曹者 石野 さん,何 か ……・

石野 嘱は觸媒 の方 はまだ?つ て居 り霊せぬか ら…

…・電氣化畢 の方で電解 をやつて屠 り耄すか ら,

有齢 の電 騨の場合1.ζ電趣 の種類で色々趣つた も

のが出來 るだ ら うといふ こと を期待 して居るので

ナが ま.だ實驗 してゐないか ら解 らないので ナ,憂

は物理化學φ頭で説叨ナオしば明瞭 な既明がつ くぢ
ロ

や な いか ・と.恕ひ まナ.

司會 奢 ど.う1も干を. 有々1燈 の 智 識.コ}ξない り で す.痢 向力b

阜.惑.じ.rF居 りま.ナが ・・・・… 次 に鉛 水.さん,.面 白セ.・

聒 誤 あ ζ だ ら う と,思ひ ます が ・・… ・・

鈴 木 硫 酸 り いL.觸 媒 が 撮 山 田來 て來 た.ので ナ が,
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面 白い のは.さつyも あ りま したけnど もバ ナヂ.ユ

ーム觸喋等…….さ ういつ た方面 を工科 を田た者

が研究 をしてや つて居 りま.して,理 科Hf3tの 方 が

もう少 し研穽 を雫オしば もっ とい 」ものが田來や し

ないか と思ひます・

司重著 威程・一 ㌔

では萩原 さん,最 後1二=工嫁 と研究家 との聯弱}

と云つた芳面 を……,

萩 原 何 うもか う云ふ 廣い方面 の事に な ります と私

遑には仲 々六 ケ敷 い問題で あ.リまナ,先 程か ら9.

御ahを 承 つて居 り室 して藤堂 きんか らのお踏 を窺

ひ雲 して も隼産工 耄り成立 には探 算上の問題 が必

ず何 を置 いて も先づ第一 の根本に なつ てsり まナ

,處 が研究室では純 理論的 の碑 究 と.翻聯 してや る.も

めですヵ・ら,き て賞際エ業慮用の問題 とな.リま.:す

と褥 々が相萄「眞劍に1GN両 に從事致 しました とし

て も,YI且 つ,ベ トリープの側か ら之 を御覧 にな

itば鯉済上適切にpそ のま Σ實施 して滿足 な場 合

は仲 々尠 いので はないか と思 はれ 重ナ.此 は工場

外 の.ラボ.ラトリーの'i1' が々夫 々現業 の榔情 に深.く.

糟鋤致 してゐない錫 めで もあnま すが誠 に残念 に

堪 えない ことで あ ります.然 か も日 々研 究室で債

肚げられて行 く成縦鵜果の内には買 那の方面 よ り

見 て口新 らしい事,見 逃 し難い鮎 が釜 々噌 してゆ

く棣 に痂 感致 しまナ..何 ん とか此部 を學 問的 の贋

値 と同時に能寧 よ く.利用吏生の途 をえて,御 役 に

立 ち度い もり.であ ります.此 には是非典實際に携

つておいで の方kの 御鰹意1.こ依で先づ しよつちゆ

うラボ ラ トリーの仕事 に御注窟 鰰 願 して・ そ
…の

納 果 を田來.るだけ貴際 に坐か.して戴.き,現 梁の霜

に就 て も絶 乏ヂ御 活を受 けるよザ外ない と想ひま=

す.

何つれ鞠理 化季の方 面と しま1しで も慮用 を主 と

す るもの と,純 理 り墓魔 研究り二二つ.は今後 筌 々相

as聯 して發逹 を致ナであ り.ませ う.が置何オしに して
.も利 膃家が更た1饗く之に關心を拂はれ て御鞭搬 を

興へ らriん 事 を御願致 しま.ナ・

局倉者 藤堂 さん,何 か…….

藤堂 私阿 も斯 ういふ 研究 きオP.る二.と.を輕蔑ナ 蚤鐸.

で ないで すオ～.結 局そhを 使つてそれが安 く幽來

オしば それ に越 したことはない{笑…聾)`賞 際ρ教果.

4nfafといふ ことと別に纏済的に計算 をし4し た上.

で此 の方がいiと か怒い とか云ふ ことを剣漸 しま

す うとそれは論設 だけでは田來 ない ことも醯分あ

るか と思 ひます,詰 り經済的た巧 く行 くか行かぬ

か…….

同倉者.各 方颪 か ら色kなxasを 伺ひま して"吾 々.

研 究に從事 して居 る者 と.しては大變 セ・Lサヂ ニ.ズ

チ ヨンを澤肉得 られ た こと と恩 ひます.艮 い時問

皆 さん洵に有鮭.うございま した.

.佼 責肥者)

閉會午後八時五十分

.
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1二
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